
介
護
・
障
害
福
祉
従
事
者
の
人
材
確
保
の
た
め
の
介
護
・
障
害
福
祉
従
事
者
の
処
遇
改
善
に
関
す
る
法
律
案
に

対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
六
年
六
月
十
九
日

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
介
護
・
障
害
福
祉
従
事
者
の
処
遇
の
改
善
に
資
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
賃
金
の
改
善
は
も
と
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
の
確
立
、
労
働
環
境
の
改
善
、
人
材
の
参
入
及
び
定
着
の
促
進
等
、
人
材
確
保
の
た
め
に
有
効
な
措
置
を
含
め
、
幅
広

く
検
討
す
る
こ
と
。

二
、
介
護
・
障
害
福
祉
従
事
者
の
賃
金
水
準
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
処
遇
及
び
労
働
環
境
等
に
つ
い
て
、
正
確
な

実
態
把
握
に
努
め
る
こ
と
。

三
、
今
後
増
大
す
る
介
護
の
需
要
に
対
応
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
従
事
者
の
安
定
的
な
人
数
の
確
保
と
併
せ
て
、
人
材
の

質
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


